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◆ ごあいさつ

柏崎ユーエステック株式会社は1969年の創業以来、今日まで培ってきたメカトロニクス技

術の蓄積により、設計から製造までの一貫生産を行っています。英国企業との「サイクロン
方式掃除機」の製造実績や、機能水関連機器、産業省力機器、情報機器など多岐分野に
渡る製品を長年にわたり製造してまいりました。私たちは今後、益々進む少子高齢化社会
を踏まえ、健康関連製品及び、省力化機器の開発製造によって、社会に貢献してまります。

◆ 環境経営方針

【環境経営理念】
当社は、「世界の中で貢献できる感性豊かな優良企業を目指し、ユーザーニーズに徹し
た高付加価値商品とサービスの提供を通じて社会・文化の向上に貢献します。」の企業理
念のもとに、自然環境維持の重要性を認識して、環境への配慮と環境汚染の予防に努め、
以下の環境方針に基づき環境管理活動を推進します。

【環境保全への行動指針】

１. 環境マネジメントシステムの構築を図り、その適切な運用により、環境の保全に結びつくよう
継続的な改善を目指します。

２．環境汚染の予防を図る為に、下記の事項を重点課題として取り組みます。
（１）電力、水道及び紙類等の資源・エネルギーの消費の低減
（２）事業の廃棄物の適正処理、減量、リサイクル
（３）製品、商品等の企画・開発段階において環境負荷の影響についての配慮
（４）環境に配慮した資材調達（グリーン調達）の推進
（５）事業活動での化学物質、有機溶剤の適正な管理とその廃棄物の適正な処理
３．環境関連法令、条例及び産業界の基準を遵守します。
４．適切な環境目標を設定し、環境維持に効果的な活動の実施に努め、その目標の達成を目
指します。

５．社員教育・広報活動を通じて、全社員に環境に関する意識付けを図ります。
６．この環境方針は、当社の役員及び全社員に周知徹底するとともに社内外に公表します。

制定日：2005年07月01日
改定日：2018年11月30日
柏崎ユーエステック株式会社

代表取締役 高橋 光夫
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□ 組織の概要

①名称及び代表者名

柏崎ユーエステック株式会社
代表取締役 高橋 光夫

②所在地

本  社：新潟県柏崎市大字藤井字西沖１３５０番地
安 田 工 場 ：新潟県柏崎市安田１９４番地１
東京営業所：東京都西東京市田無町４丁目２２番１２号

③環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責 任 者： 取締役管理部長 須藤 和紀
担 当 者： 管理部   須藤 和紀
ＴＥＬ：０２５７－２４－５１１１

④事業内容
産業用機器・家庭用機器・飲料用機器・成形部品等の設計・製造・販売・サービス、
 物流事業、 繊維建材事業

本 社 安田工場 東京支社 合計

従業員 (人) ６２ ０ ０ ６２

延べ床面積 (㎡) ９７７６．４０ １７０２．７６ ０ １１４７９．１６

⑤事業の規模

売上高 ７５,４７５万円

⑥事業年度 10月1日 ～ 9月30日

□ 認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 柏崎ユーエステック株式会社
対象事業所： 本社・本社工場、安田工場

活動：
全活動
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◇ 製品の紹介

オースリースマート
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オースリープリヴィータ

オゾン水生成器
オゾン発生器

オゾン発生器 ペット用オゾン脱臭機器

オースリーキューブ
ちびくりんキューブ・スマート



□ 環境経営組織図
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事
項 実施項目 代表者

環境管理
責任者

取締役会
EA21
委員会

担当者
社員

環境マネジメントマニュアルの承認、改定、配布の管理 ◎ ◎ ○
マニュアルの管理 ◎ ○

1 環境経営方針（基本理念、基本方針）の決定・見直し
① 環境方針の社内全員に周知 ◎ ○ ○ ○
②環境方針の文書化 ◎ ○ ◎

2 環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価
①｢環境への負荷の自己チェック」の実施 ◎ ○
②環境への負荷の特定と重点項目の確定 ◎ ○
③「環境への取組の自己チェック」の実施 ◎ ○
④今後の取組への評価 ◎ ○

3 環境関連法規の取りまとめ
①環境関連法規などの整理と取りまとめ ◎ ○
②環境関連法規などの最新なものへの整理 ◎ ○
③設備の届出、責任者や有資格者の選任・届出 ◎ ○

4 環境経営目標及び環境活動計画書の策定
①環境目標及び環境活動計画書の策定・改定 ◎ ○
②環境目標及び環境活動計画書の従業員への周知 ◎ ○ ○ ○

5 実施体制の構築
①実施体制の構築 ◎ ○
②経営資源の確保 ◎ ○
③環境管理責任者の任命 ◎ ○
④内部環境監査責任者の任命 ◎ ○

6 教育・訓練の実施
①教育訓練の計画・記録 ◎ ○
②教育訓練の実施 ◎ ○ ○

7 環境コミュニケーション
①環境活動レポートの作成と公表 ◎ ◎ ○
②苦情と要望事項の受付と対応 ◎ ○

8 実施及び運用
①適切な実施状況の確認 ◎ ◎ ○
②環境マニュアルの作成 ◎ ◎ ○
③管理手順書の作成と確認 ◎ ◎ ○

9 環境上の緊急事態への準備
①可能性の特定と予防への対応策の作成 ◎ ○
②事前のテストと定期的な訓練 ◎ ○ ○
③検証と改善策の策定 ◎ ○

10 取組状況の確認及び問題点の是正
①定期的な確認とその評価 ◎ ○
②関連法規等の定期的な確認 ◎ ○
③不適合対策の報告 ◎ ○
④是正処置と予防処置の実施 ◎ ○ ○
⑤内部環境監査の実施 ◎ ○ ○

11 環境関連文書及び記録の作成・整理
①文書の保管管理 ◎ ○
②記録の保管管理 ◎ ○

12 代表者の全体の評価と見直し
①必要情報の提供 ○
②システムレビュー ◎ ○
③結果の記録 ◎ ○ ○

□ 役割・責任・権限表

5

◎：決定、承認など ○：実施、関与など



□ 主な環境負荷の実績
項目 単位 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

二酸化炭素総排出量 kg-co2 811,439 677,412 677,412 525,037

廃棄物排出量

一般廃棄物排出量 kg 2,588 3,197 2,583 2,705

産業廃棄物排出量 kg 34,095 16,718 14,090 11,560

総排水量 ㎥ 5,416 3,450 7,381 4,681

２０２３年度二酸化炭素排出係数 0.488kg-CO2/kwh (2021年度 東北電力)

□ 環境経営目標及びその実績
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基準年度 ２０２３年度
評
価

中期目標（２０２２年度を基準年とする）

２０２２年度 目標 実績 ２０２３年度２０２４年度 ２０２５年度

電力による二酸化炭素削減

Kg-
co2 466,981 466,514 408,833

〇
466,514 466,047 465,580

基準
比 99.9% 87.5％ 99.9% 99.8% 99.7%

都市ガス・LPGによる二酸化炭素削減

Kg-
co2 92,661 92,568 80,078

〇
92,568 92,476 92,383

基準
比 99.9% 86.5% 99.9% 99.8% 99.7%

自動車燃料による二酸化炭素削減

Kg-
co2 27,545 27,517 25,806

〇
27,517 27,490 27,462

基準
比 99.9% 93.8% 99.9% 99.8% 99.7%

灯油による二酸化炭素削減

Kg-
co2 6,937 6,930 10,465

×
6,930 6,923 6,916

基準
比 99.9% 151.0% 99.9% 99.8% 99.7%

上記二酸化炭素排出量合計
Kg-
co2 593,707 595,529 525,182 〇 593,529 592,936 592,341

一般廃棄物の削減

Kg 2,583 2,580 2,705
×

2,580 2,578 2,575

基準
比 99.9% 104.8% 99.9% 99.8% 99.7%

産業廃棄物の削減

Kg 14,090 14,076 11,560
〇

14,076 14,062 14,048

基準
比 99.9% 82.1% 99.9% 99.8% 99.7%

水道水の削減

㎥ 7,381 7,374 4,681
〇

7,374 7,366 7,359

基準
比 99.9% 63.5% 99.9% 99.8% 99.7%

コピー用紙の削減

Kg 595 594 480
〇

594 594 593

基準
比 99.9% 80.8% 99.9% 99.8% 99.7%

PRTR物質使用量削減

Kg 0 0 0
〇

0 0 0

基準
比 - - - - -

評価：数値目標に対し、〇達成、×未達成
２０２３年度以降は２０２２年度を基準年とし、毎年０．１%ずつ削減する。



□ 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

取組結果の評価：前年度は１月の平均気温がマイナスの日が４日あったが今年は無かった。２月の
平均気温も昨年より1.3度高かった。また８月も昨年は真夏日が２４日、猛暑日が７日であったが
今年度は真夏日２６日で少し落ち着いた。そのため特に第二工場の空調による電力使用量が削減さ
れたと考える。
また、第一工場の空調機が１月の能登半島地震による配管破損のため１月２６日まで停止した影響
も大きいと考える。

次年度の取り組み：冷暖房の設定温度を遵守、余分な照明の消灯を行う。冷房、暖房効率ＵＰの対
策を検討する。

取組結果の評価：2024年１月１日に発生した能登半島地震により、空調設備の配管が破損して１月
２６日まで暖房が使えなかったため１月の都市ガス使用量が大幅に削減された。

次年度の取り組み：適正な暖房温度の管理を継続する。冷房効率ＵＰのための対策を検討する。

電 気

都市ガス

大型工場ＬＥＤ 第三工場ＬＥＤ

温度管理を掲示物で周知。
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取組結果の評価：WEB会議が増え出張で自動車の使用が減った。社有車が削減されたため使用量が
削減となった

次年度の取り組み：ＷＥＢ会議を利用して極力出張を避ける

取組結果の評価：トラックの全体の使用回数が増えたので燃料使用量も若干増えた。

次年度の取り組み：納品の外部委託と自社納品の最適化を図る

□ 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

ガソリン

軽 油
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取組結果の評価：2024年１月１日に発生した能登半島地震により、空調設備の配管が破損して１月
２６日まで暖房が使えなかったため、レンタルで大形の灯油暖房器を使用した。そのため１月の灯油
使用量が前年度より大幅に増加した。

次年度の取り組み：暖房時の適正温度の維持に努める

取組結果の評価：能登半島地震による漏水のため書類他廃棄物が大量に発生したため廃棄物が増加
した。

次年度の取り組み：適切な分別を心がける。

□ 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
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取組結果の評価：二色成形の需要が減少方向にあり、樹脂の混合製品が減少したため廃棄される
ものは減った。また製品切り替え時のパージ材の使用量の削減に努めた。

次年度の取り組み：引き続き材料ごとの分別を徹底し、リサイクルに努める。

産業廃棄物

廃プラはフレコン袋で分別。
廃棄物は所定の場所に集めて回収してもらっている。

取組結果の評価：前年度からオゾン水の新規製造がはじまり検査に使用する水道水の使用料
が増加しているが、初期の使用量に比べて安定した使用量になってきている。１月の能登半
島地震により空調設備が破損し相当量の漏水があった。

次年度の取り組み：設備点検により漏水事故防止
。

水道水

取組結果の評価：打合せの資料をプロジェクターで共有する等削減に努めた

次年度の取り組み：引き続き保管書類の電子化に努める

コピー用紙

手差しトレイを利用し、裏紙を再利用。

□ 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
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□ 環境目標の取組結果及び評価等の取りまとめ

取組目標 活動項目 責任部門
実施
時期

評価 取組結果評価 次年度の取り組み計画

電力使用
量の削減

休憩時間退社時に電
灯をＯFFとする。
PC電源のｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ
の設定等

管理部 通年 〇

PCのスリープモード、休憩時間退社時
の消灯が徹底された。
大型工場及び第三工場の水銀灯をＬＥＤ
に交換し使用電力量の削減を図った。

ＬＥＤ未対応区域のＬＥＤ化と第二工場空調
管理の検討を行う。

ガソリン使
用量の削
減

取引先との打ち合わ
せ時のリモート会議の
活用

営業課 通年 〇

リモート会議等の活用により使用量が削
減された。
自社トラックによる納品の削減により全
体のCo2排出量は削減された。

高燃費車両への入替と、自社トラック利用
の検討により削減を図る。

産業廃棄
物排出量
の削減

廃プラスチック分別の
徹底

加工課 通年 〇
成形廃棄物を材料毎のフレコンに分別し
荷札を付け廃棄している。

・廃棄処理については今後も継続実施する。
・別部署からの廃梱包材を積極的に利用す
ることで、廃棄物や梱包材費用の低減につ
なげたい。

水の使用
量の削減

漏水検査による水使
用量の負荷への対策
を行う。

生産一課 通年 〇
還元水生成器及びオゾン水生成器製造
時水節水対策を継続している。

オゾン水製品の検査工程での節水対策の
検討。

製品検査業務の使用
水量削減の検討

品質保証
課

通年 〇

オゾン水生成器検査の節水対策を継続
している。
オゾン水電極の耐久試験のため使用量
が増えた。

オゾン水電極耐久試験時の節水法及び試
験水の有効活用の検討。

コピー用
紙使用量
の削減

業務上支障のない内
容の資料裏ページを
再利用する。

全社共通 通年 〇

管理部の帳票で出力の必要がないもの
を電子化で、ファイルサーバーに保存す
ることに努めた。(1ヶ月あたりA4用紙160
枚程度削減)新製品の資料作成により、
目標は未達成。

次年度も継続して取り組むとともに、電子化
対象文書を増やしたい。

生産活動
における
環境への
配慮

新製品設計時の環境
負荷低減への仕様提
案

技術課 通年 〇
新製品における部品選定、梱包部材の
検討は環境負荷低減が意識されている。

次年度も既存製品はコストダウンを、新製
品については環境負荷低減につながる仕
様を提案したい。

環境負荷低減につな
がる部品調達を、価格
に差し障りのない範囲
で行う。

購買課 通年 △

社内の美化・緑化 社
会貢献活動を行う。

管理部 通年 〇 12ページに記載 継続実施する。
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□ 環境保全活動 【社内の美化・緑化、社会貢献活動】

社内４S活動
毎月開催

毎月１回、草取りやロッカールーム等共有部分の掃除、身の回りの整理整頓。季節や
テーマで清掃する場所を選び、多岐にわたって取り組んでいる。

12

２０２４年７月７日 柏崎法人会 柏崎中央海岸海岸清掃に参加



◇ 緊急事態訓練

事故想定：地震により灯油タンクが転倒し、灯油流出した。
概 要：緊急事態対応計画書に沿って吸着マットで党友を吸着し、中和剤を散布する手順

を確認した。

実 施 日：２０２４年６月２１日 12：40～

実施場所：Ａ倉庫前灯油置き場

参 加 者：４３名

結果検証：緊急事態対応計画書計画の内容に問題はないと判断する。
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

プラスチックに係る資源循環の促進等に
関する法律 製品設計、射出成形

水質汚濁法 廃油貯蔵所、少量危険物貯蔵所(灯油)

下水道法 第一工場、第2工場

浄化槽法 第3工場単独浄化槽

新潟県生活環境保全条例
（騒音に関する規制）射出成形機、プレス機、空気圧縮機、送風機、クーリングタワー

新潟県生活環境保全条例
（振動に関する規制）射出成形機、プレス機、空気圧縮機

悪臭防止法 事業所全般

消防法 少量危険物貯蔵所(灯油)

化管法(PRTR) はんだ、鉛化合物

毒物及び劇物取締法 劇物貯蔵所

RoHS指令 仕入品、生産品

労働安全衛生法 安全衛生委員会、安全管理者、衛生管理者、産業医

フロン排出抑制法
業務用エアコン、空調用ﾁﾗｰ、自動車用エアコン、エアコンプレッ
サー

顧客要求事項 品質管理

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

□ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
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□ 代表者による全体の評価と見直し・指示

【前回の指示への取組結果】
・２０２３年度～２０２５年度までの中期環境目標が立案された。
・前期と比較するとＥA２１委員会の開催は増加した（年間７回）が、目新しい活動には至らな
かった。

◇情報

環境目標の達成状況

生産量は回復しているが、中国への販売で新型コロナウイルスに
よる影響が残っている。また気温の変動が激しく、目標の達成度
合いは見えづらい状況が続いているが環境活動を継続的に実行し
ていく。

是正処置・予防処置の状況
重大な是正、予防処置の実績はなかったが、全体に設備の老朽化
が進んでおり適正に点検整備を行うことを要望したい。

法規制等に関する情報及び環境に関
する重大な課題

当社に関連する環境関連法規制の大きな改正は無かった。

新たに開始した事業に伴う環境への
負荷(新規事業等がある場合)

新たな事業は無い。

組織の環境パフォーマンス【環境へ
の負荷及び取組の自己チェックシー
トの取りまとめ結果】

マンネリ化防止、委員会活動、社員教育等により目標を達成した
い。

◇見直し・指示
環境方針 現行の環境経営方針を継続する。

環境経営目標

・202４年度環境活動目標及び環境活動計画を策定すること。
・エコアクション21ガイドライン(2017年版)を再確認すること。

環境システムの為の組
織、その他環境システ

ムに関する要素

・今後も、全社的に展開する為、EA21委員会の定期的開催及び社員教
育等に努め、適切な見直しを実施すること。

指 摘 事 項
上記事項に留意し、11/11までに２０２４年度環境活動目標及び環境活
動計画をまとめ実施すること。
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環境経営方針 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし 変更あり

実施体制 変更なし □ 変更あり
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